
第
８
回
フ
ェ
ス
タ
は
、
10

月
11
日
と
12
日
の
両
日
開
催

さ
れ
た
。
普
段
静
か
な
学
習

セ
ン
タ
ー
に
大
勢
の
学
生
や

同
窓
生
な
ど
が
集
い
、
華
や

い
だ
二
日
間
と
な
っ
た
。
各

サ
ー
ク
ル
は
日
ご
ろ
の
成
果

を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
会

員
以
外
の
参
加
者
に
手
ほ
ど

き
を
す
る
な
ど
、
楽
し
い
企

画
が
相
次
い
だ
。

11
日
（
土
）

講
堂
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
ソ
シ
ア

ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
が
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
披
露
。

12
時
半
か
ら
は
、
未
来
の
会

に
よ
る
民
話
の
継
ぎ
語
り

「
口
の
き
け
な
く
な
っ
た
娘
」

ほ
か
が
行
わ
れ
た
。

14
時
か
ら
は
、
來
生
副
学

長
に
よ
る
公
開
講
演
会
「
200

カ
イ
リ
時
代
の
日
本
の
海
の

管
理
」
が
行
わ
れ
、
100
名
を

超
え
る
聴
衆
が
集
ま
り
、
終

了
後
の
茶
話
会
で
も
熱
心
な

質
疑
が
続
い
た
。

第
1
講
義
室
で
は
、
12
時

半
か
ら
熟
年
会
に
よ
る
公
開

勉
強
会
。
講
師
は
関
東
財
務

局
の
川
瀬
管
財
第
1
部
長
で

「
国
有
財
産
の
現
状
」
に
つ

い
て
解
説
が
あ
り
、
参
加
者

と
の
間
で
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。

12
日
（
日
）

８
階
講
堂
で
は
11
時
か
ら

健
康
体
操
研
究
会
に
よ
る
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ダ
ン
ス
体

操
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
が

あ
り
、
参
加
者
も
楽
し
い
汗

を
流
し
た
。
13
時
か
ら
は
朗

読
の
会
「
こ
こ
ろ
」
に
よ
る

朗
読
劇
「
平
家
断
章
」
と

「
百
貨
店
残
影
」
が
上
演
さ

れ
、
美
し
い
日
本
語
が
披
露

さ
れ
た
。
14
時
45
分
か
ら
は

オ
カ
リ
ナ
同
好
会
「
オ
ン
チ
ー

ズ
」
に
よ
る
美
し
い
音
色
が

聴
衆
を
楽
し
ま
せ
た
。

第
1
講
義
室
で
は
13
時
か

ら
サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
に
よ

る
恒
例
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
オ
ペ
ラ
鑑

賞
が
行
わ
れ
、
ワ
グ
ナ
ー
作

曲
「
さ
ま
よ
え
る
オ
ラ
ン
ダ

人
」
が
上
映
さ
れ
た
。
ま
た
、

実
習
室
で
は
10
時
か
ら
熟
年

会
に
よ
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
講
習
が
あ
っ
た
。

二
日
間
共
通
イ
ベ
ン
ト

第
２
講
義
室
で
は
5
団
体

の
活
動
が
写
真
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
で
紹
介
さ
れ
、
第
３
講

義
室
で
は
４
団
体
に
よ
る
バ

ザ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
図
書

館
の
不
用
図
書
の
無
料
配
布

と
バ
ザ
ー
の
品
々
に
買
い
物

客
が
集
ま
り
、
賑
わ
っ
た
。

第
４
、
第
５
講
義
室
で
は

26
点
の
個
人
作
品
の
展
示
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
作

に
鑑
賞
者
は
感
嘆
し
て
い
た
。

ま
た
、
同
会
場
で
は
、
企
画

展
示
と
し
て
、
埼
玉
、
福
島
、

山
梨
の
３
学
習
セ
ン
タ
ー
の

写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
、
絵
手

紙
教
室
、
模
型
電
車
の
走
行

実
演
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。

9
階
ロ
ビ
ー
で
は
、
恒
例

の
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
黄
緑

の
長
椅
子
に
赤
い
毛
氈
が
映

え
、
季
節
の
花
や
野
菜
が
飾

ら
れ
、
別
世
界
の
よ
う
な
優

雅
な
空
間
で
、
客
人
は
抹
茶

の
サ
ー
ビ
ス
を
堪
能
し
た
。

俳
句
・
川
柳
大
会
で
は
各

17
句
の
投
句
が
あ
り
、
鑑
賞

者
の
選
句
に
よ
り
、
各
３
句

の
入
選
作
品
が
交
流
パ
ー
テ
ィ

で
表
彰
さ
れ
た
。

フ
ェ
ス
タ
の
最
後
を
飾
る

交
流
パ
ー
テ
ィ
は
100
人
を
超

え
る
参
加
者
で
賑
わ
い
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
交
流
の
輪
が

広
が
っ
た
。
プ
ロ
の
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
奏
者
清
水
さ
ん
の

伴
奏
で
全
員
の
合
唱
が
あ
り
、

ま
た
大
抽
選
会
で
は
当
選
番

号
に
一
喜
一
憂
す
る
な
ど
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

が
、
時
間
と
な
り
別
れ
を
惜

し
み
な
が
ら
散
会
し
た
。

平
成
27
年
度
４
月
入
学
の

学
生
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
是
非
、

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介
さ

れ
た
方
が
入
学
し
た
場
合
、

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

出
願
期
間

第
1
回
募
集

12
月
1
日
（
月
）
〜
2
月

28
日
（
土
）
本
部
必
着

第
２
回
募
集

3
月
1
日
（
日
）
〜
3
月

20
日
（
金
）
本
部
必
着

下
記
日
程
に
て
、
個
別
相

談
を
含
む
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
在
学

生
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日

12
月
7
日
（
日
）
、

1
月
17
日
（
土
）

時

間

い
ず
れ
も
14
時
〜

内

容

大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体
験

談
、
施
設
見
学
、
個
別
相
談

な
ど通

信
指
導
の
提
出
期
限
は
、

11
月
28
日
（
金
）
で
す
。
忘

れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

答
案
を
提
出
し
な
い
と
単
位

認
定
試
験
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

面
接
授
業
の
追
加
登
録
は

空
席
が
あ
れ
ば
、
原
則
と
し

て
最
初
の
開
講
日
の
１
週
間

前
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
空
席
の
あ
る
科
目
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う

え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
授
業
準
備
の
都
合

上
１
週
間
前
ま
で
受
け
付
け

ら
れ
な
い
科
目
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
12
月
28
日
（
日
）

お
よ
び
平
成
27
年
1
月
4
日

（
日
）
は
臨
時
閉
所
し
ま
す
。

平
成
27
年
の
開
所
初
日
は
1

月
6
日
（
火
）
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第３５号 学 生 新 聞 平成２６年１１月２０日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会

学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

華やかに第８回埼玉フェスタ

仲間との交流を楽しんだ２日間

満席だった來生 新副学長の講演

「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」

笹
原
誠
二

近
頃
、
「
危
険
ド

ラ
ッ
グ
乱
用
の
拡
大
」

が
、
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
で
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て
い

る
。
服
用
す
る
と
、
短
時
間

で
悪
夢
の
よ
う
な
幻
覚
が
生

じ
、
意
識
喪
失
、
呼
吸
困
難

と
い
っ
た
症
状
と
な
り
、
救

急
搬
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
や
服

用
に
よ
る
交
通
事
故
が
頻
発

し
て
、
社
会
的
に
も
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
一
時
的

な
気
分
の
高
揚
や
多
幸
感
、

不
安
か
ら
の
解
放
感
を
体
験

で
き
る
が
、
薬
物
の
使
用
が

習
慣
化
し
、
心
身
と
も
に
薬

物
依
存
状
態
が
継
続
す
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
、
最
後

は
脳
神
経
に
作
用
し
て
、
興

奮
作
用
や
幻
覚
な
ど
の
精
神

症
状
を
示
す
よ
う
に
な
る
の

だ
。
多
量
に
摂
取
す
る
と
、

嘔
吐
、
呼
吸
困
難
、
頻
脈
や

痙
攣
を
引
き
起
こ
し
、
死
に

至
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
報

道
で
も
大
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
従
来
の
大
麻
の
服
用

以
上
に
薬
物
依
存
性
が
強
く
、

意
識
障
害
に
陥
る
危
険
性
も

高
い
た
め
、
車
の
運
転
中
に

摂
取
す
れ
ば
、
本
人
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
周
囲
に
い
る

多
く
の
人
を
事
故
に
巻
き
込

む
可
能
性
も
あ
る
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
手
を
染

め
る
こ
と
は
、
悪
魔
に
自
分

を
売
り
渡
す
よ
う
な
も
の
で

あ
り
、
き
っ
ぱ
り
と
そ
の
誘

惑
を
断
つ
勇
気
が
肝
要
だ
ろ

う
。
ド
ラ
ッ
グ
を
所
持
・
服

用
す
る
こ
と
で
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
の
、
罰
の
適
用
の

検
討
な
ど
も
大
切
だ
が
、
何

よ
り
も
、
服
用
・
乱
用
防
止

の
た
め
の
未
然
の
啓
蒙
教
育
・

施
策
の
強
化
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
。

学生手帳

①
日
時
＝
平
成
26
年

11
月
29
日
（
土
）

14
時
〜
15
時
半

テ
ー
マ
＝
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
日

常
生
活
を
変
え
る
の
か
？
」

講
師
＝
高
橋
秀
明

（
放
送
大
学
准
教
授
）

場
所
＝
三
郷
市
立
端
沼

市
民
セ
ン
タ
ー

②
日
時
＝
平
成
26
年

12
月
14
日
（
日
）

14
時
〜
15
時
半

テ
ー
マ
＝
「
地
域
の
公

共
交
通
を
考
え
る
」

講
師
＝
安
藤

陽

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

場
所
＝
秩
父
市
歴
史
文

化
伝
承
館

③
日
時
＝
平
成
26
年

12
月
21
日
（
日
）

14
時
〜
15
時
半

テ
ー
マ
＝
「
心
理
学
へ

の
誘
い
〜
自
分
と
他
者

理
解
の
た
め
の
座
標
軸

〜
」

講
師
＝
小
野
け
い
子

（
放
送
大
学
教
授
）

場
所
＝
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
8
階

講
堂

平
成
27
年
４
月
入
学

学
生
募
集

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
し
ま
す

公
開
講
演
会
・

公
開
講
座
の
ご
案
内

10
月
17
日
（
金
）
18
日
（
土
）
、

千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
関

東
甲
信
越
地
区
同
窓
会
交
流
会
が

開
催
さ
れ
た
。
本
部
の
お
膝
元
だ

け
あ
っ
て
２
階
建
て
の
広
々
と
し

た
建
物
で
あ
る
。
１
階
に
は
事
務

室
や
講
義
室
・
実
験
室
等
が
あ
り
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
奥
に
は

メ
イ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
が
広
が
っ
て
い

る
。
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
こ

の
空
間
は
開
放
感
が
あ
り
、
ガ
ラ

ス
張
り
の
外
に
目
を
や
る
と
、
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
下
に
白
い
テ
ー

ブ
ル
と
イ
ス
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

交
流
会
は
２
階
の
特
別
研
修
室
で

行
な
わ
れ
た
。
２
階
に
は
大
講
義

室
や
多
く
の
講
義
室
・
同
窓
会
室

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
学
習
セ
ン
タ
ー

で
は
20
余
の
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し

て
お
り
、
テ
ニ
ス
関
係
だ
け
で
も

３
サ
ー
ク
ル
と
い
う
環
境
に
あ
る
。

ま
た
メ
イ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
に
飾
ら

れ
た
学
生
さ
ん
の
絵
画
や
写
真
の

作
品
群
が
来
訪
者
を
温
か
く
迎
え

て
く
れ
る
。
さ
す
が
千
葉
学
習
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
会
議
に
先
立
ち
、

大
学
本
部
の
放
送
施
設
と
附
属
図

書
館
の
見
学
会
が
行
な
わ
れ
た
。

実
は
、
学
生
新
聞
第
一
号
の
「
探

訪
コ
ー
ナ
ー
」
は
千
葉
本
部
で
、

こ
れ
ら
の
見
学
を
さ
せ
て
頂
い
た

の
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。
最
初

に
、
放
送
中
の
画
像
の
監
視
や
地

上
波
と
衛
星
波
の
監
視
を
行
な
う

演
奏
所
や
、
放
送
授
業
の
録
画
撮

り
を
行
な
う
ス
タ
ジ
オ
を
見
学
し

た
。
ス
タ
ジ
オ
で
は
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
か
ら
直
接
の
説
明
を
受
け
、

放
送
授
業
を
制
作
す
る
ご
苦
労
を

実
感
し
た
。
次
に
向
か
っ
た
附
属

図
書
館
で
は
蔵
書
の
多
さ
や
、
利

用
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
は

満
載
。
特
に
３
階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
古
い
文
献
や
ち
り
め
ん
本

な
ど
の
前
で
皆
の
足
は
止
ま
っ
た

ま
ま
で
あ
っ
た
。

見
学
後
行
な
わ
れ
た
会
議
は
、

役
員
会
も
同
時
開
催
さ
れ
た
た
め
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
広
島
ま
で

総
勢
21
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。
内

容
は
各
委
員
会
か
ら
の
報
告
や
問

題
の
提
起
、
特
に
大
学
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
時
間
を
越
え
て
議
論

が
交
わ
さ
れ
、
尽
き
ぬ
論
議
は
宿

泊
場
所
で
あ
る
本
部
隣
の
幕
張
国

際
研
修
セ
ン
タ
ー
ま
で
持
ち
越
し

て
翌
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

今
回
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
伺

い
、
一
番
心
残
り
な
こ
と
は
、
全

国
50
学
習
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー

長
の
う
ち
、
た
っ
た
２
名
の
女
性

所
長
の
一
人
で
あ
る
宮
野
モ
モ
子

先
生
が
不
在
で
お
会
い
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
今
度
は
宮
野
先

生
に
会
え
る
よ
う
千
葉
学
習
セ
ン

タ
ー
を
訪
ね
た
い
と
思
っ
た
。

臨
時
閉
所
の
お
知
ら
せ

通
信
指
導
の
提
出

11
月
28
日
ま
で

第
８
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
は
、

10
月
11
日
（
土
）
・
12
日

（
日
）
の
2
日
間
、
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

放
送
大
学
の
來
生

新
副

学
長
の
公
開
講
演
会
「
２
０

０
カ
イ
リ
時
代
の
日
本
の
海

の
管
理
」
講
演
会
の
後
に
、

來
生
副
学
長
を
囲
ん
で
茶
話

会
が
開
催
さ
れ
、
皆
さ
ん
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
恒
例
の
懇
親
会

パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
、
来

賓
の
同
窓
会
連
合
会
の
情
報

委
員
会
委
員
長
を
な
さ
っ
て

い
る
斎
藤
様
に
ご
祝
辞
を
頂

き
、
平
野
事
務
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

「
フ
ェ
ス
タ
」
の
目
的
は
、

学
生
同
士
、
同
窓
会
員
、
教

職
員
の
皆
様
と
の
仲
間
意
識

を
高
め
、
交
流
の
輪
を
広
げ

る
場
の
提
供
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

実
行
委
員
、
学
習
セ
ン
タ
ー
、

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
８
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
を
顧
み
て

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

俳
句
入
選
句

新
学
期
教
科
書
の
し
お
り
紅
葉
か
な

堀
江
加
壽
代

踏
ま
ず
行
く
上
野
の
山
の
散
落
葉

川
面
よ
り
子

石
仏
巡
る
旅
路
の
彼
岸
そ
ば

加
治
原
二
仁

川
柳
入
選
句

天
井
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
お
め
で
と
う

富
田
尚
隆

愚
痴
が
へ
り
餅
噛
む
音
の
介
護
妻

篠
田
安
彦

セ
ン
ス
あ
る
風
吹
か
せ
た
い
内
輪
も
め

川
島
紀
男

面
接
授
業
の
追
加
登
録

空
席
の
確
認
を

千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会

会
長

森
岡
加
代

探
訪
コ
ー
ナ
ー

千葉学習センター

緋毛氈が華やいだ雰囲気の茶席

みんなで楽しんだベリーダンス

俳句･川柳の入選者諸氏

笑顔と楽しい会話が弾む交流パーティ



★
12
月
10
日
（
水
）
〜

11
日
（
木
）

研
修
旅
行

「
西
伊
豆･

堂
ヶ
島
を
巡
る
」

詳
細
は
別
途
、
幹
事
よ
り

ご
案
内

★
１
月
８
日
（
木
）

｢

新
年
会｣

場
所
、
時
刻
は
決
定
次
第
、

幹
事
よ
り
ご
連
絡

★
定
例
活
動
日

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

場
所
＝
第
５
講
義
室

時
間
＝
13
時
〜
16
時
半

★
11
月
27
日
、
12
月
11
日
、

12
月
25
日
、
1
月
８
日

★
体
験
歓
迎

★
毎
週
火
曜
日
に
開
催

11
月
25
日
、
12
月
２
日
、

12
月
９
日
、
16
日
、

２
月
10
日
、
17
日
、
24
日

時
間
＝
10
時
半
〜
12
時

★
12
月
16
日
は
親
睦
会

★
体
験
歓
迎

★
定
例
勉
強
会

11
月
22
日
（
土
）

12
月
13
日
（
土
）

★
毎
週
火
曜
日
に
定
例
会

場
所
＝
第
３
講
義
室

11
月
は
25
日

★
定
例
会･

勉
強
会
＝

毎
月
第
２
火
曜
日

・
場
所
＝
第
１
講
義
室

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会
＝

第
２
以
外
の
火
曜
日

10
時
15
分
〜
15
時
15
分

午
前
中
ワ
ー
ド
、
午
後

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

★
12
月
９
日
（
火
）
定
例
会

・
定
例
連
絡
＝
12
時
〜

場
所
＝
第
１
講
義
室

終
了
後
、｢

大
忘
年
会｣

時
間
＝
13
時
〜
16
時

場
所
＝
大
宮
徳
樹
庵

・
費
用
＝
４
千
円

★
忘
年
会
の
た
め
、
勉
強

会
は
お
休
み

★
１
月
の
イ
ベ
ン
ト

・
開
催
日
＝
１
月
16
日
（
金
）

「
防
災
セ
ン
タ
ー
と
地
下

鉄
博
物
館
見
学
」

集
合
場
所
＝
大
宮
駅
中
央

南
改
札
内

集
合
時
間
＝
８
時
45
分

★
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、

防
災
シ
ア
タ
ー
、
地
震
体

験
、
消
火
体
験
、
煙
体
験
、

応
急
体
験
等
を
予
定

参
加
希
望
者
は
要
申
込

読
書
の
秋
、
芸
術
の
秋
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
、

そ
し
て
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、

放
送
大
学
の
学
生
と
し
て
は
、

勉
学
の
秋
。
秋
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
か
？
35
号
も
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
無
事
に
発
行
で

き
ま
し
た
。
次
号
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
冬
）

第３５号 学 生 新 聞 平成２６年１１月２０日2

私
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
（
通
称

朝
ド
ラ
）
を
観
た
こ
と
が
、

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
年
の
初
め
に
、

『
赤
毛
の
ア
ン
』
の
翻
訳
者

村
岡
花
子
の
生
涯
を
ド
ラ
マ

化
し
ま
し
た
『
花
子
と
ア
ン
』

が
始
ま
る
と
い
う
事
を
知
り
、

『
花
子
と
ア
ン
』
を
観
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

『
花
子
と
ア
ン
』
が
終
盤
に

近
づ
く
と
、
次
の
『
マ
ッ
サ

ン
』
の
宣
伝
が
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
『
マ
ッ
サ

ン
』
は
、
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

創
業
者
の
竹
鶴
政
孝
氏
と
リ

タ
夫
人
の
生
涯
を
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
を
交
え
て
ド
ラ
マ
化

し
た
も
の
で
す
。

私
は
酒
を
飲
ま
な
い
の
で

ウ
ィ
ス
キ
ー
に
は
興
味
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

２
０
０
６
年
４
月
か
ら
２
０

１
１
年
３
月
ま
で
５
年
間
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
所
長

を
さ
れ
て
い
た
毛
利
信
男
先

生
が
、
在
任
中
に
さ
れ
た
講

演
で
聴
い
た
話
で
す
。
毛
利

先
生
が
退
任
さ
れ
て
３
年
た

ち
ま
す
の
で
、
近
年
入
学
さ

れ
た
学
生
さ
ん
は
、
ご
存
知

な
い
方
が
多
く
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
先
生
は
在
任
中

に
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
設
立
・

生
涯
学
習
奨
励
賞
の
設
置
・

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
・
学

生
新
聞
の
創
刊
な
ど
を
実
現

さ
れ
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

の
活
性
化
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

私
は
学
生
生
活
や
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
し
て
、
通
信
制

大
学
の
活
性
化
の
困
難
さ
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
し

た
の
で
、
毛
利
先
生
は
多
く

の
こ
と
を
さ
れ
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
が
よ
く
こ
こ
ま
で

活
性
化
し
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
か
ら
、
今
で
も

当
時
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
関
係

者
か
ら
先
生
は
慕
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
私
個
人
へ
は
、
か

つ
て
「
サ
ー
ク
ル
お
お
み
や
」

の
会
長
を
し
て
い
た
た
め
に
、

お
目
に
か
か
る
度
に
お
声
掛

け
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
。

先
生
は
北
海
道
余
市
町
出

身
で
、
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

余
市
工
場
の
近
く
に
住
ま
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
子
供
の
頃

に
家
が
火
事
に
な
り
、
ニ
ッ

カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
工
場
内
の

敷
地
に
住
ま
わ
れ
た
事
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
も
し

か
す
る
と
、
毛
利
家
の
人
々

と
竹
鶴
夫
妻
は
接
点
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

ま
し
た
ら
、
い
く
つ
か
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
出
て
き
ま
し
た
。

先
生
の
お
父
様
は
獣
医
師

を
さ
れ
て
お
り
、
竹
鶴
政
孝

氏
と
は
よ
く
囲
碁
を
さ
れ
た

と
か
、
リ
タ
夫
人
の
飼
わ
れ

て
い
た
犬
を
診
察
さ
れ
た
と

か
、
リ
タ
夫
人
が
作
ら
れ
た

料
理
を
食
べ
ら
れ
た
な
ど
で

す
。
ち
な
み
に
竹
鶴
氏
と
先

生
と
の
年
齢
差
は
46
才
で
す
。

先
生
の
７
才
年
下
の
弟
さ
ん

は
、
宇
宙
飛
行
士
で
日
本
科

学
未
来
館
館
長
の
毛
利
衛
氏

で
す
。
衛
さ
ん
は
国
民
的
有

名
人
で
す
が
、
毛
利
家
の
人
々

が
『
マ
ッ
サ
ン
』
に
登
場
す

る
か
ど
う
か
は
判
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
個
人
と
し
て
は
、

登
場
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
秋
は
、
『
マ
ッ
サ
ン
』

を
観
る
こ
と
が
日
課
に
な
っ

て
い
ま
す
。

先
生
が
『
マ
ッ
サ
ン
』
を

ご
覧
に
な
ら
れ
て
い
る
か
は

判
り
ま
せ
ん
。
こ
の
先
、
ド

ラ
マ
が
終
わ
り
、
機
会
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
先
生
に
竹

鶴
家
と
の
思
い
出
な
ど
を
語
っ

て
い
た
だ
く
か
、
書
い
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

投
稿
コ
ー
ナ
ー

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

今回は世界遺産｢富岡製糸場と絹産業遺産群｣

のうち｢高山社跡｣（たかやましゃあと）につい

て記載する。学生新聞第34号記載の｢高山遺跡｣

は誤記の為「高山社跡」と訂正し、誤記をお詫

びいたします。

「高山社跡」と聞いた人・文字を読んだ人は

首をかしげる、「高山社跡」は世界遺産に指定

されているので英文では“Takayama-shia Se-

riculture School”(sericulture＝養蚕）Bir-

thplace of Seion-iku method which became

the standard in modern Japanese sericul-

ture technology.――と表現されている。

高山社跡は、群馬県藤岡市高山に所在する。

日本の絹産業発展の原動力となった養蚕飼育法

「清温育」が生み出された土地である。明治の

近代化を推し進める政府は、機械製糸の模範工

場を富岡に建設し絹を主要な輸出品と位置づけ、

養蚕の収量増産のため調査研究を開始したが、

これらとは別に、地元の旧家出身の高山長五郎

は養蚕家の求めに応じ、自ら開発した養蚕法を

指導しその普及に努めた。また、高山長五郎は

単に飼育法のみに止まらず、学理を重視し若い

人材育成に努め、全国に多数の門人を輩出した。

高山の｢清温育｣は明治中期から大正年間にかけ

て、日本の標準的養蚕飼育法として認知された。

「清温育」は、東北地方の主流である飼育方

法で、暖房を用い蚕当計《寒暖計の一種》によ

り温度･湿度を管理する「温暖育」と、自然通

気による養蚕法の「清涼育」の折衷的な養蚕方

法である。この方法の要点を列挙すると、

① 蚕は温かいときは、食欲旺盛で消化力も強

いので、桑が豊富なときは蚕室を温め、桑が

不足気味の時は温度を下げる。

② 眠期に入る直前は、食欲が旺盛なためその

ときに給桑量を増やすと丈夫な蚕が出来る。

③ 蚕は湿気･乾燥を嫌うため、炭火による温め

すぎの濁った空気を抜くことが大切である。

④ 蚕は適当に乾燥した状態が良い。

⑤ 桑は新鮮さを保つ為、大きめに切り揃える。

養蚕技術の普及にあたり、明治17年２月「養

蚕改良高山社」を設立し高山長五郎が社長に就

任した。会社は本社と伝習所から成り、本社で

は各地の養蚕農家を指導する「派遣授業員」の

制度が設けられており、伝習所では生徒を募集

している。伝習所の入学資格は18歳以上の者と

され、３年で卒業となった。

授業内容は、蚕種貯蔵法、蚕種催青法、蚕兒

飼育法、蚕種製造法、生繭殺蛹法、繭貯蔵法、

蚕室構造法、顕微鏡使用法、桑樹栽培法の９科

目であった。終には、｢清温育｣の名声が高まり

生徒が増加し、伝習所だけでは対応ができなく

なり、分教場で教えるようになった。

明治19年高山長五郎死去、享年56歳。町田菊

次郎が社長に就任。明治20年一層の拡大を図る

ため藤岡町（現藤岡市相生町）へ事務所と伝習

所を移した。明治23年「実業学校令」公布にと

もない明治34年「甲種農業学校」として開校し

た。明治期に於ける全国唯一の私立甲種養蚕学

校であった。事後、約40年間日本の養蚕業の指

導的役割を果たした高山社は、官による養蚕学

校の相次ぐ開校のため生徒数減少に伴い、昭和

２年に廃校となった。

養蚕学校跡地は再開発され、往時の地割･建

物は残っていない。高山社の往時を知る遺構と

して唯一高山社発祥の地がほぼ同じ地割のまま

現存している。これが高山家であり、世界遺産

「高山社跡」なのである。

世界遺産「富岡製糸場及び

絹産業遺産群」⑤ 高山社跡

荒川良雄

囲
碁

専
科

種
採
り
や
都
電
か
す
め
る
三
味
の
音

明
美

風
神
の
目
の
祖
父
似
な
る
秋
渇

由
美

ガ
ラ
ス
瓶
口
ま
で
満
た
る
種
を
採
る

規
子

苦
瓜
の
由
緒
正
し
き
種
を
採
る

八
重
子

種
採
や
書
架
に
を
さ
ま
る
花
図
鑑

安
代

再
び
の
い
の
ち
を
紡
ぐ
種
を
採
る

保
子

朝
茶
事
の
毛
氈
に
お
く
実
紫

と
く
江

黒
柿
の
鈍
き
光
や
国
訛
り

光
娥

乾
坤
の
黒
一
粒
の
種
を
採
る

十
詩

（
つ
み
草
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

｢

マ
ッ
サ
ン｣

と

毛
利
先
生

川
島
紀
男

高
山
社
跡
の
蚕
室
の
様
子

静
か
な
佇
ま
い
の
高
山
社
跡

所長時代の毛利先生

―
今
年
の
秋
、
生
涯
学
習
奨

励
賞
金
賞
を
受
賞
さ
れ
た
２

名
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
両
方

の
方
か
ら
回
答
を
頂
い
た
。

（
敬
称
略･

ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

Ｑ
何
が
き
っ
か
け
で
放
送
大

学
に
入
学
し
た
の
で
す
か
。

（
）
内
は
、
履
修
さ
れ
た
全

コ
ー
ス
名

江
川
康
範
（
自
然
の
理
解
、

産
業
と
技
術
、
生
活
と
福
祉
、

発
達
と
教
育
、
人
間
と
文
化
）

＝
一
流
の
先
生
方
の
講
義
が

聞
け
る
と
い
う
事
で
、
最
初

の
10
年
く
ら
い
、
放
送
は
履

修
で
は
な
く
見
る
だ
け
、
面

接
授
業
を
中
心
に
受
講
し
ま

し
た
。

白
鳥

誠
（
自
然
の
理
解
、

人
間
の
探
求
、
心
理
と
教
育
、

生
活
と
福
祉
）
＝
50
歳
で
会

社
生
活
に
お
い
て
、
社
外
の

方
々
と
の
つ
き
合
い
を
す
る

機
会
が
増
え
、
自
ら
の
教
養

不
足
を
感
じ
て
放
送
大
学
を

目
指
し
た
。

Ｑ
一
番
面
白
か
っ
た
講
義
は

何
で
す
か
。

江
川
＝
回
答
な
し

白
鳥
＝
渡
辺
二
郎
先
生
の｢

自

己
を
見
つ
め
る｣

。
深
い
教
養

を
感
じ
た
。｢

生
き
甲
斐｣

｢

仕

事｣｢

他
者｣｢

死｣

な
ど
の
テ
ー

マ
が
、
そ
の
後
の
私
の
人
生

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

Ｑ
何
か
、
記
憶
に
残
っ
て
い

る
事
が
あ
り
ま
す
か
。

江
川
＝
超
電
導
の
実
験
、
研

修
旅
行
、
面
接
授
業
で
地
域

の
調
査
を
し
た
事
。

白
鳥
＝
オ
ペ
ラ
関
係
の
面
接

授
業
を
受
け
て
、
オ
ペ
ラ
と

は
こ
ん
な
に
楽
し
い
も
の
と

感
動
し
た
事
。

Ｑ
在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
れ
ば
、
お
願
い
し
ま
す
。

江
川
＝
面
接
授
業
や
学
習
セ

ン
タ
ー
の
行
事
に
参
加
す
る

と
、
在
学
し
て
い
る
実
感
が

湧
き
ま
す
。

白
鳥
＝
コ
ツ
コ
ツ
と
単
位
を

積
み
上
げ
る
事
で
、
興
味
あ

る
科
目
と
の
出
会
い
と
達
成

感
が
、
必
ず
味
わ
え
る
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
、
ど
ん
な

事
で
す
か
。

江
川
＝
再
入
学
し
ま
し
た
の

で
、
残
り
1
コ
ー
ス
を
楽
し

み
な
が
ら
学
び
た
い
と
思
い

ま
す
。

白
鳥
＝
残
り
２
コ
ー
ス
を
、

70
歳
ま
で
に
な
ん
と
か
卒
業

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
賞
受
賞
者

ア
ン
ケ
ー
ト

第８回埼玉フェスタは、皆さ
まのご協力で、無事に終了し
ました。皆さんの沢山の思い
出を是非、記録誌に寄稿して
下さい。お待ちしています。
担当は、野呂が承ります。

CSC交流会からのお願い


